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私立大学研究ブランディング事業

「対人援助研究の推進看護きんさいカフェ

看護・医療福祉部門

1

看護学部
土肥敏博
高齢者カフェ：讃井真理、森田克也、前信由美、岩本由美、田村和恵、

新川雅子、平岡正史
認知症カフェ：加藤重子、山内京子、小林浩美、風間栄子、岡田京子、

林 君枝、大塚 文、今坂鈴江、高橋登志枝、空本惠美
事務部：冨永泰三、小田正敏、岡田真亮

超高齢化社会における高齢者・認知症者の健康及
び世代継承性・社会貢献活動に関するHBGカフェ
モデルの構築

広島文化学園大学「研究ブランディング事業」

文部科学省の平成２８年度「私立大学研究ブランディング事
業」タイプＡ【社会展開型】に本学が選定されました。

集いの場「来んさいカフェ」

原感覚に働きかけるHBG
子育て支援子育て支援
支援プログラムの開発

子ども子育て・
教育福祉部門

インクルーシブ・スポー
ツを実践するHBGアダプ
テッドプログラムの開発

スポーツ・健康
福祉部門

高齢・認知症者支援の
ためのHBG看護カフェ
プログラムの開発

看護・医療
福祉部門

来んさいカフェ：呉
＊高齢者カフェ
＊認知症カフェ

〇健康調査・健康相談
・各種身体機能測定（超音波筋肉・水分・脂質測定、骨密
度など）
・認知機能評価支援システムによる認知機能評価
・各種運動機能測定（身体バランス他）
・唾液中生理活性物質の測定（BDNF）、HbA1cなど

◎高齢者カフェ：
健康増進とそれによる各種疾病・介護の予防、健康寿
命の延伸

大学・出張型カフェ

〇Nシステムで活動量測定
活動量の分析⇒活動量の改善⇒健康調査への影響

要介護にならないような健康つくり

＊認知症カフェにおける学生参加
各看護強化コースの学生は授業カリキュラムの一部として参加
している。その他の学生はボランティアとして参加している。

〇健康調査・健康相談
・各種身体機能測定
・認知機能評価支援システムによる認知機能評価
・講座
・イベント
〇ネットワークの構築
〇サポーターの養成
その他

◎認知症カフェ：
認知症予防と認知症者の支援、認知症になっても安心
して住み慣れた地域で暮らし続ける社会

大学・集会所開設・学生派遣

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjBm9Kg5sXSAhWKabwKHfEHC-MQjRwIBw&url=http://free-illustrations.gatag.net/tag/%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%92%E3%83%BC%E3%82%AB%E3%83%83%E3%83%97&psig=AFQjCNHzk-InrIkS4dB8FB960520hBYBYA&ust=1489024389067828
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjBm9Kg5sXSAhWKabwKHfEHC-MQjRwIBw&url=http://free-illustrations.gatag.net/tag/%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%92%E3%83%BC%E3%82%AB%E3%83%83%E3%83%97&psig=AFQjCNHzk-InrIkS4dB8FB960520hBYBYA&ust=1489024389067828
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サポーター 看護学部学生 看護師 専門職

高齢者・認知症者サポートのためのHBG看護カフェプログラム
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このカフェでは、お茶を飲みながら楽しく集い、看護師と看護学
生も加わって健康相談、健康調査、各種イベントを実施します。

ふ
れ
合
い

認
知
症
の
予
防

開催月・日 事業団体・事業 場 所 事業内容
5月 認知症カフェ

・学生派遣13名
呉市認知症カフェ 5施設における認知

症者・家族とのふれ
あい、学習

5月27日（土） 高齢者カフェ
・第1回出張カフェ

呉市中通コープマン
ション

健康チェック・相談
ふれ合い

5月28日（日） 認知症カフェ
・公開講座「高齢者ソ
フト食」後援

看護学部 ソフト食の作成・試食

6月3日（土） 認知症カフェ
・第1回あがりんさい

呉市阿賀集会所 健康相談・調査
足湯、フラダンス、ア
ンサンブル演奏
交流

7月7日（金） 認知症カフェ
・学生派遣

西延埼プラチナクラブ 老年看護援助論III学
生による認知症の話、
ハンドベル、交流

7月8日（土） 認知症カフェ
・学生派遣

〇△□認知症カフェ 研究セミナーII

7月30日（日） 高齢者カフェ
・第2回出張カフェ

呉市昭和市民セン
ター

健康チエック・相談
ふれあい

8月5日（土） 認知症カフェ
・第2回あがりんさい

呉市阿賀集会所
テーマ：“認知症に
なっても優しいまちつ
くり”

健康相談・調査
学生プレゼン・参加者
ラベルワーク、フラダ
ンス、夏まつり、交流

高齢者カフェ
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チームのミッションは？

１．疾病予防と高齢者福祉に寄与
するHBG看護カフェモデルを
構築する。

２．HBG看護カフェモデルに参画
する支援者養成プログラムの
構築と人材育成

ニーズに応じた様々な健康調査の実施
血圧・握力・体重測定

体内水分量・体組成計測 骨密度
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ヘモグロビンA1cの自己採血 認知機能検査

調査結果の説明と相談・支援 健康づくりのための看護カフェを展開中！
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健康調査結果の分析
全体 山登り 市内マンション 昭和地区

参加者数（研究同意有） 110 21 29 60

平均年齢±標準誤差
（renge）

72.13±0.37
(46‐90)

68.29±1.63
(46-80)

71.90±1.35
(56-87)

70.893±1.14
(49-86)

性別 男性
女性

31(28.7)
77(71.3)

9(42.9)
12(57.1)

11(37.9)
18(62.1)

11(19.0)
47(81.0)

運動習慣 なし
あり

16(17.0)
78(83.0)

0 (0)
18(100)

6(24.0)
19(76.0)

11(21.2)
41(78.8)

食事 3食摂取 (%) 93.9 98.7 100 94.7

睡眠 満足
不満足

日中の眠気 なし
あり

睡眠薬服用 なし
あり

午睡 あり

49（59.8）
33（40.2）

40(38.8)

－

6(28.6)

15（55.6）
12（44.4）

7(25.9)

34（61.8）
21（38.2）
13(23.2)
43(76.8)
12(21.4)
44(78.6)
27(49.0)

健康調査結果の分析
全体 山登り 市内マンション 昭和地区

身体症状 なし
あり

39(39.4)
60(60.6)

10(50.0)
10(50.0)

11(40.7)
16(59.6)

18(34.0)
35(66.0)

排便状態 満足
不満足

21(75.0)
7(25.0)

43(81.1)
10(18.9)

精神的健康パターン

へとへと型
ふうふう型
ゆうゆう型
はつらつ型

5/42(11.9)
7/42(16.8)

12/42(28.6)
18/42(42.7)

3/20(15.0)
1/20(  5.0)
5/20(25.0)

11/20(55.0)

2/22(  9.1)
6/22(27.3)
7/22(31.8)
7/22(31.8)

心理ストレス 16.64 ± 0.63 16.15 ± 0.94 17.09 ± 0.85

社会ストレス 15.74 ± 0.69 14.25 ± 0.69 17.09 ± 1.10

身体ストレス 18.36 ± 0.74 17.70 ± 0.84 18.95 ± 1.20

ストレス度(SCL) 50.50 ± 1.73 48.60 ± 2.11 52.23 ± 2.68

生きがい度(QOL) 27.40 ± 1.57 27.35 ± 1.31 27.45± 2.80

メタボリックシンドロームが疑われる
メタボリックシンドローム予備軍

60~69歳
11.7%

9.7%

70歳以上
19.2%

9.9%
厚生労働省「平成26年国民健康・栄養調査」

体水分量

3.23
84.94
11.83

4.30
80.65
15.05

9.68
77.42
12.90

3.23
63.44
33.33

3.23
60.21
36.56

1.96
64.71
33.33

1.96
62.75
35.29

7.84
66.67
25.49

5.88
66.67
27.45

1.96
70.89
27.45

男性 女性

%

体水分量 (TBW)

細胞外水分量 (ECW)

細胞内水分量 (ICW)

細胞外水分比 (ECW/TBW)

全 身

下 肢

男 性 女 性

高 値

3.9%

2.0%

3.9%

7.8%

25.5%1

やや高値

低 値

13.7%

17.7%

13.7%

0%

2%

やや低値

高 値

5.4%

4.3%

5.4%

7.8%

25.5%

やや高値

低 値

19.4%

18.3%

19.4%

0%

8.6%

やや低値

34.7 ± 0.6 kg

13.2 ± 0.2 kg

17.7 ± 1.9 kg

0.381

0.383

25.5 ± 0.3 kg

9.8 ± 0.1 kg

18.3 ± 4.0 kg

0.384

0.386
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4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0 1 0 0

0

1 0

2 0

3 0

マンション女性

マンション男性

山登り女性

山登り男性

昭和地区女性

昭和地区男性

四
肢
骨
格
筋
肉
量

(k
g

)

年齢

4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0 1 0 0

6 0

8 0

1 0 0

1 2 0

1 4 0

標
準
四
肢
骨
格
筋
肉
量
比

(%
)

標準

高

年齢

四肢骨格筋量 (kg)
マンション男性： 20.00 ± 0.73

マンション女性 ：13.55 ± 0.61

昭和地区男性： 21.57 ± 0.79

昭和地区女性： 14.16 ± 0.34

山登り男性： 23.35 ± 0.63*

山登り女性： 15.88 ± 0.29*

高 値
マ-男性 0/11 (0%)

マ-女性 1/18 (5.6%)

昭-男性 1/10 (10%)

昭-女性 5/46 (10.9%)

山-男性 6/21 (28.6%)

山-女性 9/39 (23.1%)

四肢骨格筋量

低 値
マ-男性 3/11 (5.6%)

マ-女性 7/18 (0%)

昭-男性 1/10 (10%)

昭-女性 12/46 (26.1%)

山-男性 1/21 (4.8%)

山-女性 0/39 (0%)

プレサルコペニア指標
(index of presarcopenia)
< 2SD
男性＜6.78 kg/m2

女性＜5.46 kg/m2

骨格筋指数 (SMI)
全体： 6.55 ± 0.08 kg/m2

マ-男性： 7.24 ± 0.22 kg/m2

マ-女性： 5.74 ± 0.22 kg/m2

昭-男性： 7.76 ± 0.24 kg/m2

昭-女性： 6.09 ± 0.12 kg/m2

山-男性： 8.47 ± 0.18 kg/m2*

山-女性： 6.77 ± 0.11 kg/m2*

Presarcopenia
全体： 19/127  (14.96%)

女性： 14/89    (15.73%)

男性： 5/38    (13.16%)

骨格筋指数（SMI; skeletal muscle index)

SMI=四肢骨格筋量(kg)/身長2 (m2)

骨格筋量減少（プレサルコペリア）

マンション女性

マンション男性

昭和地区女性

昭和地区男性

山歩き女性

山歩き男性

男性
6.78 kg/m2

女性
5.46 kg/m2

4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0 1 0 0

3 .5

4 .0

4 .5

5 .0

5 .5

6 .0

6 .5

7 .0

7 .5

8 .0

8 .5

9 .0

9 .5

1 0 .0

1 0 .5

1 1 .0

S
M

I 
(k

g
/m

2
)

年齢

プレサルコペニア

記憶力測定

心配なし

物忘れが始まっている可能性が
疑われる

昭和地区女性

昭和地区男性

年齢

認知機能試験

正
解
数
（
問
/1
5
問
）

4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0 1 0 0

0

2

4

6

8

1 0

1 2

1 4

今 後 の 課 題
•継続的にセルフヘルスチェックが行えるような健康

調査の出張型カフェを構築

•モデル地区を設定し、健康づくりのための適切な活

動量等がセルフチェックできる看護カフェを展開

•新たな健康指標として、BDNF（脳由来神経栄養因

子）、IGF-1（インスリン様成長因子 1）等の非侵

襲性測定方法の検討

•外出をしない、できない高齢者へのカフェ参加等、

他者交流・活動機会を促す介入方法の検討

•健康調査時に参画する看護学生、及び地域ボラン

ティアの育成（支援者養成プログラムの検討）
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Branding 事業 これからの方針

唾液中BDNF, IGF-1分泌量と認知機能および筋肉量との関係について
以下について検証する。
・認知機能（認知機能試験システム）
・筋肉量 （量と厚さ） （InBody, エコー）
・プレサルコペニア
・運動機能 （歩行速度，歩幅）
・活動量（活動量計 N-システム）
・口腔機能（嚥下機能，咀嚼機能（噛む回数，硬いものを食べる），

残歯数，義歯数）噛めば噛むほど分泌量が増える。
・口腔機能と筋肉量，運動機能の関係

唾液中のBDNF, IGF-1を効率的に増加させるエクササイズの検索
・学生を使っての検証 ➪地域高齢者に還元（昭和地区で実証）

筋肉を鍛え脳を育む 転倒防止
認知機能改善
Etc.

健康増進
地域活性化

広島文化学園大学認知症カフェあがりんさい実施要領

１．目的

高齢化の進む中、呉市の住民が医療や介護が必要な状態、認知症になっても、
住み慣れた家や地域で安心して生活できるように、認知症カフェを通じて地域の
資源を最大限に活用して支援する「認知症カフェ」ネットワーク体制を整備する。

２．広島文化学園大学認知症カフェは、１．の目的のため、次の事業を行う。
（１）役員会及び広島文化学園大学認知症カフェあがりんさい・ネットワーク会
議（以下「会議」という。）の開催・運営。

（２）「認知症カフェ」間の情報交換と資源活用の情報提供。
（３）事例検討会等の開催。
（４）認知症ケアの知識の普及・啓発活動。
（５）認知症カフェへの学生派遣。
（６）会議は、以下の事項について協議し、議決する。
①実施要領の改正
②事業の変更
③事業計画及び予算
④事業報告及び収支決算

（７）その他、目的を達成するために必要な事業

呉市委託認知症カフェ、呉市社会福祉協議会、呉市老人クラブ、呉市介護予防課紹介

認知症カフェへの学生派遣計画
１．目 的

学生を認知症カフェに派遣することによって、認知症カフェの運
営を支援すると共に学生への認知症者および家族の置かれている状
況を理解し、認知症になっても住み慣れた地域でその人らしく暮ら
し続けるための考えを養う。

２．派遣先 呉市委託認知症カフェ
３．方 法 認知症看護強化コース学生およびボランティア学生を認知

症カフェに参加させて運営に参画する。

地区 名 称 場 所 開催日 認知症看護援助論履修

学生 

広 ①カフェ〇△□ 広横路2丁目2番18号 第２土曜日 武居沙季  

 デイサービス  〇△□ 5月13日 堀満里奈 

広 ②カフェはるかぜ 広中新開2丁目4番27号  第３土曜日 佐賀野咲 

 デイサービスはるかぜ   5月20日 明智香奈絵 道下彩加 

昭和 ③きてくれサロン  焼山本庄4丁目2番1号 第３土曜日 川越幸、川口瑞貴 

 夢プラス  5月20日 寺崎競 

中央 ④めぐみカフェ 東中央２丁目8番17号 第４水曜日 中野美奈子 宇藤志穂 

 デイサービス恵  5月31日 河本眞吾  

安浦 ⑤はっぱカフェ 安浦町中央１丁目3番17号 第４土曜日 土井彰子 

 地域包括支援センター、 認知症疾患治療センター共催 5月27日 石山怜奈 

 

「新聞を見て、自分にも
出来ることがあるかも」
と連絡をもらう。2回参加

「共同開催して欲しい。」
（卒業生）訪問看護事業所

代表。相談支援

「市役所でチラシを見て、認知
症が心配」と連絡をもらう。
1回参加、近くのカフェに繋ぐ

呉高専から、（老人クラブ関係）
「手伝いたい」1回サポート

西延崎老人クラブ「出張して
欲しい。」 1回派遣

認知症家族の会で認知症カ
フェを立ち上げたい。
プロジェクトに入って欲し
い。相談支援受け入れ

地域の反響

阿賀プラザより、
カフェ出張要請

その他、呉市委託認知症
カフェボランティア要請

呉市社協より派遣依頼、
中新開老人クラブより依頼
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事業実績 8月22日現在 学生派遣の一コマ

学生派遣型 認知症カフェ「あがりんさい」の開催について

１ 主催 西延﨑老人クラブ プラチナクラブ
２ 共催 広島文化学園大学 看護学部 認知症看護強化コース学生
３ 日時 平成29年7月7日 10時30分から12時
４ 場所 呉市西延﨑自治会館
５ 行事 七夕会
６ プログラム内容
学生による血圧測定・健康チェック
「認知症」理解のための話し
老人クラブと学生によるハンドベル演奏
演奏曲 ふるさと

みあげてごらん夜の星
七夕

談話
授業の位置づけ

学生が地域の高齢者を理解するとともに、地域の人々に認知症を理解し
ていただくためにこれまで学んだ知識・技術を統合して提供する。
既習事項
老年看護援助論Ⅲ ：「疾患の理解 」
認知症看護演習：「認知症の人とのコミュニケーション」「生活援助技術」
認知症看護援助論：「オレンジプランの普及と啓発のための授業案作成」

学生氏名
認知症看護強化コース

川口瑞貴 川越幸 河本慎吾 佐賀野咲 武居沙季 中野美奈子
堀満里奈 宮本

教員氏名
加藤重子 今坂鈴江

プラチナクラブ
打ち合わせ風景

七夕の短冊につける
「こより」の作り方を習う

プラチナクラブ会長挨拶

ハンドベル合同演奏を終えて

認知症の講義
ミニ劇

ハンドベル演奏
血圧測定、健康相談

お礼の感想・
意見交換
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親切な住民の方に連れられて、坂
道を登ってきた、エピソード

ユーモアたっぷりのお話しと

ブランディング事業の説明

老人会のメンバーの中に入って、交流

「認知症のクイズは、どうでしたか？」

小学校も閉校、子ども会もない。

地域に若者～ おしゃべりに花が咲く。

認知機能検査の様子

第一回 認知症カフェ あがりんさい

認知症カフェ
あがりんさい
6月３日
第一土曜日
大成功！参加者も運営側も達成感
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第一回 アンケート結果
プログラム、説明 1230 受付

1300 挨拶

1305 フラダンス、バンド 体を動
かす・歌

1330 休憩・学生発表

回想コミュニケーション
夏祭り

ゆる～リワーク
「住み慣れた地域で共に暮ら
す」

1450 グループ発表

1500 挨拶、見送り

呉音頭🎶
第二回 認知症カフェ あがりんさい

中新開老人クラブ

西
延
﨑
プ
ラ
チ
ナ
ク
ラ
ブ

西新開老人クラブ

阿賀地区自治会

他
方

東

健康チェック

認知機能検査、
体重、血圧、握力測定
介護相談、健康相談

瀬戸の花嫁
ふるさとを
一緒に歌い・

踊る
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認知症看護強化コース学生が考える
「認知症カフェの役割・機能」

認知症カフェは、知識や悩みを共有し誰もが来やすい憩いの場

夏祭り
回想コミュニケーション

グループ発表 ゆる~りワークを終えて

地域の課題、行政への要望

カフェへの要望

感謝の言葉
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高齢で病
気になる
と何があ
るか分か
らない

手術をした
ら助からな
いかもと言
われた

手術の後に
入院したら
ボケてし
まった

再発の不安
＋介護

先のことを考えな
いといけない・
しっかり考えるこ
とが必要

親の介護を
している

認知症の方
の面倒を見
た人がその
人の財産を
もらうべき

介護は辛くて
もやらんとい
けん

家族がいても離
れていて世話が
大変

デイサービ
スでさえ嫌
がる、介護
認定受ける
のも嫌がる

近所に協力求
むが、本人嫌
がる

デイサービス
を利用する

施設ができて便
利になったけど、
たらい回しにな
る時があるので、
良いのか悪いの
か分からない 手伝いた

くても認
知症だっ
たら相手
が分から
ない

ゴミ出し
など出来
る人が出
来ること
を手伝え
る

老人会のメンバー
として活動する

カフェに行
く
外に出る
人と会う
話をする

認知症だけ
ではこんな
活動は無理
だろうと思
う

家族同
伴で来
ると情
報が分
かる

付き添い
によって
それがど
んな状況
か分かる
のではな
いか

もっと対象を絞って
もいいのではないか
（このカフェの）

認知症に
なっている
のか判断が
しにくい

薬は飲むが
本当に遅れ
ているか分
からない

介護している
家族がどの段
階か知りたい

認知症治療
がどこまで
進んでいる
か知りたい

本当は治す
薬が出来る
ことを願っ
ている

認知症になった
ら歩幅が狭い→
認知症を疑う

認知症は人
それぞれ

自分で出来
ることは自
分でやる必
要がある、
そうじゃな
いとダメに
なる

あえて
厳しく
接する

亡くなるま
ではピンピ
ン過ごして
ほしい

高齢で病気に
なると何があ
るか分からな
いからしっか
り先のことを
考える必要が
ある

介護は辛くても頑張
らないといけない

社会資源サービスの活用
上の課題と強み 地域のつながり 情報提供、気持ちの共有の場がある

見通し

介護負担 老人会のメンバー 認知症の人と家族 治療、介護の知識

願い

自助

互助、共助

疑問

社会資源

本人の意向
尊重 カフェ参加 判断しにくい

住み慣れた地域で共に暮らす、家族や地域の人の想い
一人じゃない

STAT
みんなが通
る道、
いずれなる

何でも世話すると良くない
何もさせなかった、
一人暮らしの方が良いので
は

物忘れいちいち指摘する？
やりやすいようにしてあげ
る

綺麗にしようとされる
掃除しようとしてか
えってぐちゃぐちゃ

一緒に帰りましょ
うとお連れした
顔を知っていたら
声かけてあげられ
る
「あの人は？」
「どこに行かれま
す？」と立ち話を
する、他愛無い話
をする
「家に帰る」「ど
こ行くんね」と声
をかける

皆さんそんな関わ
りをしている

認知症を隠さない、
協力を求める
引きこもらずにオープン
自分の状態を知ってもらう

どんな勉強を
しているのか
聞きたい、実
習とか、

心不全で２週
間入院した 認知症も病気

知識を得る、
講師

認知症予防、
勉強会、
リコーダー、
音楽、
警察署

社協自治会
から補助金、
活動するた
めに
百円で弁当

若い人見たら
興奮する

資源回収し
てきたよ
第一土曜日
は認知症カ
フェの日

8/24カレーサラダ
食べよう
ミーティングして
きた
いきいきサロンで
４０個弁当を作る

カ
フェ
で
交流
する

出掛けて知らな
い人と交流する

つながりがあってよい

近所の方々と挨拶をし、
ラジオ体操をし、コミュニ
ケーションをとると仲良く
なる

日記を
書く

「新しい朝が来
た」を手をつない
でみんなで歌う
カードをハンコを
ついて皆勤賞をも
らう

気持ちのよい
声かけ、挨拶
挨拶、延崎
挨拶をすると
話が始まる

GOOL こういう
集まりで一人じゃ
ないって思える

認知症になって
出来ることをする

認知症は、
病気の一つ

習慣、サロン、カフェ、日頃から行う 気持ちの良い挨拶

通る道 引きこもらず
オープンにする

つながる

第二回 アンケート結果
年齢 ７３．８６歳 （５４歳～８７歳）
男性 9名 ２１％ 女性 ３３名 ７９％

• アルツハイマー型認知症をみつけるのに最も重要な質問を用いた、

簡単なスクリーニングテストプログラムです。

• タッチパネルパソコンとの対話方式で、①言葉の即時再認、②日時

の見当識、③言葉の遅延再認、④図形認識1、⑤図形認識2の5つの

テストを行います。

• テストが終了すると、15点満点中12点以下の場合「物忘れが始

まっている可能性が疑われます。」というメッセージを得点ととも

にプリントアウトします。

• 質問項目が少なく、非侵襲なため、相談者は低ストレスでテストを

受けられます。

• テスト時間はプリントアウトを含めて約５分です。

• 感度96％、特異度97％と高い信頼性を実現しています（鳥取大学

医学部のデータによる）。

• 優れたデータ収集機能で、保存したデータの検索、一覧印刷、CSV

出力などにも対応します。テスト結果の時系列比較が可能です。

• 特許番号：第3515988号（発明者 鳥取大学医学部教授 浦上克哉）

物忘れ相談プログラム
商品コード：MSP-1100

１２点以下の物忘れが始
まっている可能性が疑わ
れる方は、いなかった。
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ご清聴ありがとうございま
した。


